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①

起動後「Ｆ２」を押し、日本語を選択し、ｅｎｔｅｒ

② 「インストール」を選択し、ｅｎｔｅｒ

余計なものをインストールしたくないので、openSUSE-13.1-NET-x86_64.isoをダウンロード
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③ 「次へ」をクリック

④ 「次へ」をクリック
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⑤ 「次へ」をクリック

⑥

「ＧＮＯＭＥ」か「ＫＤＥ」がいい人は、それをチェック

「MATE」をインストールする人は、「最小限のＸ　Ｗｉｎｄｏｗシステム」にチェックし、「次へ」をクリック
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⑦ 手動でパーティションを設定する人は、チェックを外し、「パーティションの設定の編集」をクリックして下さい。

自動でパーティションを設定する人は、「ＬＶＭベースの提案を作成する」にチェックし、

「パーティション設定の作成」をクリックして下さい。

⑧ 「カスタムなパーティション設定」をチェックし、「次へ」をクリック
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⑨

⑩

「/dev/sda」を選択し、その少し下あたりを右クリックすると、「パーティション追加」と表示されるので、それを選択する

まず、/bootを設定するので、プライマリーパーティションを選択し、「次へ」をクリック
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⑪

⑫ 「ファイルシステム」に「Ｅｘｔ４」を選択し、「マウントポイント」に「／ｂｏｏｔ」を選択し、「完了」をクリック

サイズは256Mくらいがいいと私は思っている。
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⑬

⑭ 残り全てをＬＶＭに割り当てるのだが、どちらでもよい。チェックして、「次へ」をクリック

「/dev/sda」を選択し、その少し下あたりを右クリックすると、「パーティション追加」と表示されるので、それを選択する
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⑮ 「次へ」をクリック

⑯ 「ファイルシステム」に「Ｌｉｎｕｘ　ＬＶＭ」を選択し、「完了」をクリック



opensuseにMATEをインストールする手順

9／31

⑰ 「ボリューム管理」を選択し、下のプルダウンの「追加」のところから、「ボリュームグループの追加」を選択

⑱ 「ボリュームグループ名」に任意の名前を入力し、「／ｄｅｖ／ｓｄａ２」を選択し、

中央の「追加」で右へ移動させ、「完了」をクリックします。
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⑲ 下の「追加」より、「論理ボリュームを追加」を選択します

⑳ 論理ボリュームにｓｗａｐの任意の名前を入力し、「次へ」をクリック
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